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今月の主な記事 
石川町長無投票で再選 
臨時議会　教育長に前田氏就任 
各種功労者表彰 
情報NOW 
平成18年度保育所入所申込受付 
成人式のご案内 
こんにちは赤ちゃん ・ おくやみ申し上げます 
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2期目の初登庁日となった12月5日、女性職員から花束を受けとる石川町長 
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石

川

町

長

無

投

票

で

再

選

 

　１１月７日、県郷土文化
会館で平成１７年度徳島
県更正保護事業関係者
顕彰式典が開催され、保
護司の松浦昭雄さん（勝
瑞）が法務大臣表彰を
受賞されました。 

　１１月１６日、徳島県庁で
平成１７年度納税功労者
表彰式が開催され、齊藤
勝氏（勝瑞・町納税貯蓄
組合連合会副会長）が
徳島県知事表彰を受賞
されました。 

法 務 大 臣 表 彰  農 業 功 労 者 表 彰  

納税功労者知事表彰  

臨
時
議
会 

   

　
平
成
１７
年
第
２
回
臨
時
会
が
１１
月
２８
日
開
催
さ
れ
、

◆
藍
住
町
議
会
議
員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末

手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て（
人
事
院

の
勧
告
に
基
づ
き
国
家
公
務
員
の
特
別
職
の
給
与
が

改
正
さ
れ
る
た
め
、
本
町
議
会
議
員
の
期
末
手
当
を

０
．０
５
ヶ
月
引
き
上
げ
る
）
◆
常
勤
特
別
職
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
◆
教
育
長
の
給

与
、
勤
務
時
間
、
そ
の
他
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て（
議
会
議
員
と
同
様
、
期
末
手

当
を
０
．０
５
ヶ
月
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
月
末

ま
で
と
し
て
い
た
町
長
△
１２
％
、
助
役
・
収
入
役
・
教

育
長
△
１０
％
の
給
与
減
額
措
置
を
来
年
の
３
月
３１
日

ま
で
延
長
す
る
）
◆
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て（
人
事
院
の
勧
告
に
基
づ
き
国
家
公

務
員
の
一
般
職
の
給
与
が
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い

本
町
職
員
の
給
料
表
を
０
．３
％
引
き
下
げ
る
と
と

も
に
、
配
偶
者
の
扶
養
手
当
を
月
額
５
０
０
円
引
き

下
げ
、
勤
勉
手
当
を
０
．０
５
ヶ
月
引
き
上
げ
る
）
◆

藍
住
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
の
同
意
に
つ
い
て

（
前
田
薫
氏
の
選
任
同
意
）
、
以
上
の
5
議
案
が
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

教
育
長
に
前
田
氏
が
就
任 

　
不
在
と
な
っ
て
い
た

教
育
委
員
会
委
員
に
鳴

門
市
在
住
の
前
田
薫
氏

（
５９
歳
）
が
新
た
に
任
命

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を

受
け
て
同
日
、
町
教
育

委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
全
員
一
致
で
同
氏
を
教
育
長

に
推
挙
し
ま
し
た
。 

　
前
田
氏
は
、
長
年
、
徳
島
県
の
職
員
と
し
て
勤
め

ら
れ
、
在
職
中
に
は
、
教
育
委
員
会
秘
書
企
画
室
室

長
補
佐
、
同
じ
く
高
校
教
育
課
課
長
補
佐
な
ど
を

歴
任
し
、
出
納
局
次
長
を
最
後
に
、こ
の
ほ
ど
退
職

し
て
い
ま
し
た
。 

　
任
期
は
前
任
者
の
残
任
期
間
で
、
平
成
１７
年
１１
月

２８
日
か
ら
平
成
２０
年
１
月
９
日
ま
で
で
す
。 

　
石
川
町
長
は
、
１１

月
１５
日
告
示
の
町
長

選
挙
で
、
無
投
票
再

選
を
果
た
し
ま
し
た
。

任
期
満
了
後
の
初
登

庁
日
と
な
っ
た
１２
月
５

日
に
は
、
幹
部
職
員
を
議
会
委
員
会
室
に
集
め
、

「
無
投
票
当
選
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、住
民
の
方
々

に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
責
任
の
重
み
を
痛
感

し
て
い
る
。
町
民
の
負
託
に
こ
た
え
る
よ
う
町
政

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
」
と
二
期
目
の
抱
負

を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
施
策
の
重
要
事
項
と
し

て
、「
国
の
三
位
一
体
改
革
に
よ
り
、
町
財
政
は
厳

し
い
状
況
で
あ
る
が
、
収
支
均
衡
の
と
れ
た
財
政

運
営
に
努
力
す
る
。
合
併
に
頼
ら
ず
、
単
独
で
の

運
営
が
可
能
と
な
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
。

地
震
対
策
は
消
防
団
O
B
の
協
力
を
得
て
自

主
防
災
団
を
組
織
す
る
。
」
な
ど
を
挙
げ
ま
し

た
。
最
後
に
職
員
に
対
し
て
「
今
ま
で
以
上
の
協

力
を
願
う
と
と
も
に
、
住
民
の
方
々
に
信
頼
さ

れ
る
職
員
と
な
っ
て
欲
し
い
。
」
と
訓
辞
を
行
い

ま
し
た
。 

　１１月１７日、東京石垣記念ホ－

ルで大日本農会（桂宮宜仁親王

総裁）から、農事功績者として濱

幸蔵さん（写真上・矢上）が、農業

改良普及功労者として小林　子

さん（写真下・徳命）が、晴れの表

彰を受けました。濱さんは、にんじ

ん用土寄せ機等の開発・導入によ

る効率的野菜作経営の確立、地

域のリ－ダ－として野菜産地の形成、

食育の推進や青年農業者の育成

に貢献されました。小林さんは、生

活改善における農村女性の能力

向上の取り組み等農業改良普及

に貢献されたもので、こうした功績

により県の推薦を受け今回の受

賞となったものです。 
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世
界
平
和
記
念
日
で
あ
る
１１
月
１１
日
に
合
同
庁
舎
４

階
町
民
シ
ア
タ
ー
で
、
戦
没
者
追
悼
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

　
当
日
は
、
遺
族
を
は
じ
め
関
係
者
２
７
７
名
の
出
席
が

あ
り
、４
５
０
柱
の
御
霊
の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。 

　
式
典
に
先
立
ち
、
菊
花
で
飾
ら
れ
た
祭
壇
に
秋
月
快

美
さ
ん（
前
川
）
、
田
村
好
枝
さ
ん（
正
喜
地
）に
よ
る
献

燈
が
行
わ
れ
、石
川
町
長
、
白
川
藍
園
遺
族
会
会
長
、
南

小
学
校
６
年
生
の
近
藤
友
弘
君
が
そ
れ
ぞ
れ
献
花
を
行

い
ま
し
た
。 

　
式
典
で
は
、
石
川
町
長
を
は
じ
め
来
賓
の
方
々
や
南

小
学
校
６
年
生
の
木
内
健
士
郎
君
か
ら
追
悼
の
言
葉
や

平
和
へ
の
誓
い
が
述
べ
ら
れ
、
最
後
に
遺
族
を
代
表
し
て

宮
本
住
吉
遺
族
会
会
長
か
ら
お
礼
の
言
葉
が
あ
り
、
厳

か
な
内
に
終
了
し
ま
し
た
。 

優良農村集団知事表彰  

　１０月２８日、徳島プリンスホテルで町内の農業経営

者らで組織する新作物研究会（坂野好宏会長＝写

真）が県農村集団知事表彰を受賞しました。 

　この賞は同会の活動が農業経営の安定を図るた

め、郷土色豊かで競争力のある特産品の研究・開

発を行い、エコミニ野菜の産地化に取り組んでいる

ことや農産物の安全・安心志向が高まるなかで、生

産者と消費者の顔の見える関係を築くことを目的と

した産直市を開催するなど、地域農業の活性化や

地域づくり

に対して重

要な役割を

果たしてい

ることが評

価されもの

です。 

　
１１
月
１５
日
、
県
郷
土
文
化
会
館
で
開

催
さ
れ
た
徳
島
県
社
会
福
祉
大
会
で
、

福
祉
事
業
等
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
） 

◎
名
誉
大
会
長
（
知
事
）
表
彰 

〈
社
会
福
祉
事
業
功
労
〉 

◇
三
澤
重
美
（
奥
野
）
◇
黒
田
冨
美
子

（
勝
瑞
）
◇
堀
江
文
子
（
富
吉
） 

〈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
〉 

◇
石
川
房
江
（
奥
野
）
◇
飯
原
千
鶴
子

（
奥
野
）
◇
奥
村
チ
ヨ
子
（
奥
野
）
◇
橘

八
重
子
（
住
吉
）
◇
西
川
嘉
子
（
笠
木
）

◇
森
川
喜
久
子
（
勝
瑞
） 

〈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
功
労
〉 

◇
町
婦
人
会
給
食
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ

◇
町
要
約
筆
記
「
す
だ
ち
」 

◎
大
会
長
表
彰 

〈
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
〉 

◇
河
野
洋
子
（
奥
野
） 

〈
社
会
福
祉
事
業
功
労
〉 

◇
木
村
幸
夫
（
富
吉
）
◇
近
藤
孝
子
（
徳

命
）◇
野
田
正
常（
徳
命
）◇
平
原
昭（
富

吉
）◇
湊
隆
雄（
笠
木
）◇
山
本
茂
己（
勝

瑞
） 

〈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
〉 

◇
尾
下
マ
サ
子（
勝
瑞
）◇
鳥
羽
梅
子（
勝

瑞
）
◇
新
居
ミ
ク
ニ（
徳
命
）
◇
三
田
村

治
子
（
住
吉
）
◇
三
田
村
廣
義
（
住
吉
）

◇
森
チ
ヱ
子
（
矢
上
） 

〈
自
立
生
活
の
模
範
と
な
る
者
〉 

◇
山
田
八
郎
（
奥
野
） 

◎
徳
島
県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰 

◇
友
成
正
直
（
勝
瑞
） 

以
上
の
方
々
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
　 

第

49

回

徳

島

県

 

社
会
福
祉
大
会
で
功
労
者
表
彰 

恒
久
平
和
を
願
い
戦
没
者
追
悼
式
を
挙
行
 表彰状を受けとる坂野会長 

お
詫
び
と
訂
正
 

　
11
月
号
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
、福
祉
・
健
康

づ
く
り
の
町
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
功
労
名
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
、自
力
更
生
努
力

者
で
す
。お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。 
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秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
期
間
中
の
11
月
13
日

（
日
）
、
東
中
学
校
で
、
消
防
活
動
の
向
上
と
防
火
意

識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
火
災
防
御
総
合
訓
練
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、「
理
科
室
か
ら
出
火
し
、
生
徒
を
避
難

誘
導
し
た
が
逃
げ
遅
れ
た
生
徒
が
お
り
、
救
助
を
求

め
て
い
る
」
と
い
う
想
定
の
も
と
、
学
校
関
係
者
、
消

防
署
員
、
消
防
団
員
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
真
剣

に
訓
練
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

　
今
年
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
、こ
れ
か
ら
寒
さ
が

増
す
と
暖
房
器
具
等
、
火
気
を
取
り
扱
う
機
会
が

多
く
な
り
ま
す
。 

　
何
か
と
慌
た
だ
し
い
日
が
続
き
ま
す
が
、一
人
ひ
と

り
が
火
災
予
防
に
心
が
け
、
輝
か
し
い
新
年
を
迎
え

ま
し
ょ
う
。 

◎水道課では、みなさんに安心して水道水をご利用いただけるように、水道法で定められた水質基準について定
　期的に検査を行っています。このほど年1回実施する全項目検査（50項目）の結果が出ましたのでお知らせし
　ます。すべての項目について水質基準を満たしています。安心してご利用ください。 
　なお、浄水場は2箇所あり、それぞれ水質検査を行っていますので、浄水場ごとに結果を掲載しています。 
◎採水月日　９月20日 

東
中
学
校
で
消
火
・
避
難
訓
練
を
実
施 

平 成 1 7 年 度 の 水 質 検 査 結 果  

基01 
基02 
基03 
基04 
基05 
基06 
基07 
基08 
基09 
基10 
基11 
基12 
基13 
基14 
基15 
基16 
基17 
基18 
基19 
基20 
基21 
基22 
基23 
基24 
基25 
基26

一般細菌 
大腸菌 
カドミウム及びその化合物 
水銀及びその化合物 
セレン及びその化合物 
鉛及びその化合物 
ヒ素及びその化合物 
六価クロム化合物 
シアン化物イオン及び塩化シアン 
硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 
フッ素及びその化合物 
ホウ素及びその化合物 
四塩化炭素 
1,4-ジオキサン 
1,1ジクロロエチレン 
シス-1,2-ジクロロエチレン 
ジクロロメタン 
テトラクロロエチレン 
トリクロロエチレン 
ベンゼン 
クロロ酢酸 
クロロホルム 
ジクロロ酢酸 
ジブロモクロロメタン 
臭素酸 
総トリハロメタン 

100個/mL以下 
検出されないこと 

0.01以下 
0.0005以下 
0.01以下 
0.01以下 
0.01以下 
0.05以下 
0.01以下 
10以下 
0.8以下 
1.0以下 

0.002以下 
0.05以下 
0.02以下 
0.04以下 
0.02以下 
0.01以下 
0.03以下 
0.01以下 
0.02以下 
0.06以下 
0.04以下 
0.1以下 
0.01以下 
0.1以下 

0 
不検出 

0.001未満 
0.00005未満 
0.001未満 
0.001未満 
0.001 

0.005未満 
0.001未満 

0.25 
0.16 
0.06 

0.0002未満 
0.005未満 
0.0002未満 
0.0002未満 
0.0002未満 
0.0002未満 
0.0002未満 
0.0002未満 

0.003 
0.0002未満 
0.002未満 
0.0007 

0.001未満 
0.0017

0 
不検出 

0.001未満 
0.00005未満 
0.001未満 
0.001未満 
0.001未満 
0.005未満 
0.001未満 

0.48 
0.22 
0.18 

0.0002未満 
0.005未満 
0.0002未満 
0.0002未満 
0.0002未満 
0.0002未満 
0.0002未満 
0.0002未満 

0.002 
0.0002未満 
0.002未満 
0.0002 

0.001未満 
0.001

基27 
基28 
基29 
基30 
基31 
基32 
基33 
基34 
基35 
基36 
基37 
基38 
基39 
基40 
基41 
基42 
基43 
基44 
基45 
基46 
基47 
基48 
基49 
基50 
追加01

トリクロロ酢酸 
ブロモジクロロメタン 
ブロモホルム 
ホルムアルデヒド 
亜鉛及びその化合物 
アルミニウム及びその化合物 
鉄及びその化合物 
銅及びその化合物 
ナトリウム及びその化合物 
マンガン及びその化合物 
塩化物イオン 
カルシウム、マグネシウム等（硬度） 
蒸発残留物 
陰イオン界面活性剤 
ジェオスミン 
2-メチルイソボルネオール 
非イオン界面活性剤 
フェノール類 
有機物（全有機炭素の量） 
pH値 
味 
臭気 
色度 
濁度 
残留塩素 

0.2以下 
0.03以下 
0.09以下 
0.08以下 
1.0以下 
0.2以下 
0.3以下 
1.0以下 
200以下 
0.05以下 
200以下 
300以下 
500以下 
0.2以下 

0.00001以下 
0.00001以下 
0.02以下 
0.005以下 
5以下 
5.8-8.6 

異常でない 
異常でない 
5度以下 
2度以下 
0.1以上 

0.004未満 
0.0002未満 
0.0008 

0.008未満 
0.01未満 
0.01未満 
0.03未満 
0.01未満 
16.2 

0.001未満 
11.5 
39 
106 

0.02未満 
0.000001未満 
0.000001未満 
0.005未満 
0.0005未満 
0.5未満 
7.53 

異常なし 
異常なし 
1未満 
0.1未満 
0.2

0.004未満 
0.0002未満 
0.0008 

0.008未満 
0.01未満 
0.01未満 
0.04 

0.01未満 
46.1 

0.001未満 
51.1 
44.2 
178 

0.02未満 
0.000001未満 
0.000001未満 
0.005未満 
0.0005未満 
0.5未満 
7.61 

異常なし 
異常なし 
1未満 
0.1 
0.3

番号 基準値 
（mg/L） 

基準値 
（mg/L） 番号 項　　　　　　　目 項　　　　　　　目 検査結果 

第1浄水場系 第1浄水場系 第2浄水場系 第2浄水場系 
検査結果 

　
１１
月
１４
日
、

鳴
門
法
人
会
か

ら
税
に
対
す
る

理
解
や
関
心
を

持
つ
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
と
、
町

内
の
中
学
校
に

租
税
教
育
用
の

下
敷
き
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。 

　
年
末
年
始
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が

今
月
１０
日
か
ら
来
年
１
月
１０
日
ま
で
の

３２
日
間
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
運
動

は
、
年
末
年
始
に
か
け
て
予
想
さ
れ
る

交
通
量
の
増
加
に
伴
い
、
交
通
事
故
防

止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
統
計
か
ら
見
る
と
、
特
に

午
後
４
時
か
ら
午
後
８
時
の
間
に
事
故

に
遭
う
こ
と
が
多
い
た
め
、
早
め
の
ラ
イ

ト
点
灯
を
行
い
、
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
と

マ
ナ
ー
の
実
践
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

特
に
高
齢
者
の
方
が
事
故
に
遭
う
ケ
ー

ス
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
の
で
、
出
か

け
る
際
に
は
反
射
材
を
活
用
す
る
な
ど
、

安
全
行
動
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。 

 

交
通
事
故
防
止

の
た
め
に
み
な
さ
ま

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

○
１１
月
７
日
、
藍
住
郵
便
局
か
ら
藍
Ｌ
Ｏ
Ｖ

Ｅ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
の
収
益
金
を
町
福
祉
の

た
め
に
と
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。 

温
か
い
ご
芳
志
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 下

敷

き

贈

呈

 

交
通
事
故
に
気
を
つ
け
て 

善

意

銀

行
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　この度、国営吉野川下流域農地防災事業、南部幹線水路の計画に向け、富吉地区と乙瀬地区で平成

１７年１１月下旬から測量作業を実施しています。測量作業は、平成１８年１月まで行う予定です。 

　測量作業は、関係者の皆様方にご迷惑がかからないよう、また、農作業や農作物に支障が生じないよう

注意して行いますので、ご理解、ご協力をよろしくお願い申し上げます。 

国 営 事 業 の 測 量 の お 知 ら せ 

【国営吉野川下流域農地防災事業とは】 

柿原・第十に設ける取水口から吉野川のきれいな水を農業用水として安定してお届けします。 

（お問い合わせ連絡先） 

国営総合農地防災事業／吉野川下流域地区は良質な農業用水を確保する事業です。 国営総合農地防災事業／吉野川下流域地区は良質な農業用水を確保する事業です。 

●農林水産省　中国四国農政局　四国東部農地防災事務所 

　調査設計課　山形・西村　　　　　　　　（☎６７２・５２５２） 
●藍住町　建設産業課　奥田主幹　　　　（☎６３７・３１２２） 

用水専用の 
水路を整備し 
きれいな水を 
届けます。 

集中管理による 
省力化と効率化を 
実現します。 

①排水の流入等により悪化した農業用水

　の水質改善 

②地下水の過剰汲み上げによる塩害の防止 

③老朽化した用排水施設の機能回復 

④ポンプのいらない自然排水区域の拡大 

〈この事業により実現します〉 
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思
い
や
り
　
さ
さ
い
な
こ
と
が
　
う
れ
し
い
よ
 

宝
物
　
そ
れ
は
み
ん
な
の
　
心
の
や
さ
し
さ
 

や
め
よ
う
よ
　
差
別
は
友
を
　
な
く
す
だ
け
 

「
助
け
合
う
」
　
大
切
に
し
よ
う
　
こ
の
気
持
ち
 

差
別
を
や
め
て
　
み
ん
な
笑
顔
の
　
世
界
に
し
よ
う
 

差
別
な
い
　
社
会
目
指
そ
う
　
き
み
の
手
で
 

６
年
　
藤
本
　
早
紀
 

６
年
　
斉
藤
亜
梨
沙
 

６
年
　
岡
田
　
　
輝
 

６
年
　
神
原
　
優
奈
 

６
年
　
吉
野
　
優
花
 

６
年
　
中
川
　
愛
梨
 

人権標語  
藍住東小学校 
児童作品 

藍住町のスローガン  

「偏見」というバリア 

「
偏
見
」
の
目
で
見
ら
れ
る 

　
今
年
の
６
月
、
全
日
空
の
職

員
が
、
知
的
障
害
の
女
性
の
単

独
搭
乗
を
拒
否
し
た
新
聞
記

事
を
目
に
し
ま
し
た
。
彼
女
は

長
時
間
の
搭
乗
経
験
が
あ
り
、

機
内
で
騒
ぐ
こ
と
も
な
い
と

母
親
が
説
明
し
、
会
社
の
マ
ニ

ュ
ア
ル
で
も
搭
乗
を
認
め
ら
れ

る
事
例
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

紙
面
で
は
、「
担
当
職
員
の
マ
ニ

ュ
ア
ル
規
定
の
認
識
不
足
が
原

因
」
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
は
、「
知
的
障
害
者
は
ど

ん
な
行
動
を
と
る
か
わ
か
ら

な
い
」「
自
分
で
は
何
も
で
き

な
い
の
で
は
」
と
い
っ
た
個
々
の

人
間
性
を
無
視
し
た
「
偏
見
」

の
目
で
、
彼
女
を
判
断
し
た
結

果
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。 

　
新
聞
記
事
に
な
る
よ
う
な

事
例
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
身

近
な
知
的
障
害
の
男
性
か
ら
、

「
買
い
物
に
行
く
の
で
歩
い
て

い
る
だ
け
な
の
に
、『
近
所
で

う
ろ
う
ろ
さ
せ
る
な
』っ
て
電

話
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
外
へ

出
ら
れ
な
い
の
は
困
る
。
」
と
、

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
彼

は
社
会
人
と
し
て
仕
事
を
こ

な
し
、
明
る
く
穏
や
か
な
性
格

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
外

を
歩
く
と
い
っ
た
人
と
し
て
至

極
当
た
り
前
の
行
為
ま
で
、「
偏

見
」
の
目
で
見
ら
れ
て
い
る
現

実
が
あ
り
ま
す
。 

 「
偏
見
」
の
目
は
ど
う
し
て

生
ま
れ
る
の 

　
こ
の
よ
う
な
「
偏
見
」
の
目

は
、
ど
う
し
て
生
ま
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
原
因
の
一
つ
は
、

知
的
障
害
者
と
接
す
る
機
会

が
少
な
く
、
ど
の
よ
う
に
接
し

て
よ
い
の
か
と
身
構
え
た
り
、

特
異
な
存
在
の
よ
う
に
と
ら

え
た
り
し
て
、
積
極
的
に
接
点

を
も
ち
た
が
ら
な
い
人
が
多
い

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
理
解

で
き
な
い
か
ら
接
点
を
も
た
な

い
、
接
点
を
も
た
な
い
か
ら
ま

す
ま
す
理
解
で
き
な
い
と
い
う

悪
循
環
が
、
知
的
障
害
者
に

対
す
る
心
の
バ
リ
ア
に
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

一
緒
に
過
ご
す
機
会
を
も
て
ば
、

心
の
バ
リ
ア
が
薄
れ
て
い
く
こ

と
を
実
感
し
て
も
ら
え
る
と

信
じ
て
い
ま
す
。 

　
実
際
に
、い
ろ
い
ろ
な
行
事

や
活
動
の
中
で
、
わ
た
し
た
ち

福
祉
ス
ポ
レ
ク
ク
ラ
ブ
の
障
害

の
あ
る
メ
ン
バ
ー
と
、
何
ら
か
の

形
で
直
接
行
動
を
共
に
し
、こ

と
ば
を
交
わ
し
た
人
た
ち
は
、

次
回
に
異
な
っ
た
場
面
で
再

会
し
た
時
、
と
て
も
好
意
的
で

自
然
な
雰
囲
気
で
交
流
し
て

い
る
姿
を
目
に
し
ま
す
。 

 「
偏
見
」
と
い
う
バ
リ
ア
を

取
り
除
こ
う 

　
知
的
障
害
者
を
「
偏
見
」
の

目
で
外
か
ら
眺
め
て
い
る
だ
け

で
は
、
理
解
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
積
極
的
に
接
点
を
も

ち
、
理
解
を
深
め
て
く
れ
る
人

が
増
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。 

　
「
偏
見
」
と
い
う
バ
リ
ア
は
、

も
っ
て
い
る
人
自
身
が
取
り
除

く
努
力
を
し
な
い
限
り
、な
く

な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
知

的
障
害
者
だ
け
で
な
く
、
様
々

な
立
場
で
偏
見
に
よ
る
人
権

侵
害
を
受
け
て
い
る
人
が
存

在
し
ま
す
。
自
分
の
周
囲
の
人

を
「
偏
見
」
や
「
思
い
込
み
」
の

目
で
見
て
い
な
い
か
、
自
分
の

中
の
「
偏
見
」
と
い
う
バ
リ
ア

を
見
つ
め
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

 

藍
住
福
祉
ス
ポ
レ
ク
ク
ラ
ブ
　

　
　
　
　
　
　
長
江
　
規
子 



　
藍
住
町
公
共
下
水
道
事
業
は
、こ

れ
ま
で
に
も
お
知
ら
せ
し
て
き
ま
し

た
が
、
旧
吉
野
川
流
域
下
水
道
事

業
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
平
成
１３
年
度
に
下
水
道
法
に
よ

る
事
業
認
可
の
取
得
と
都
市
計
画

決
定
を
行
い
、一
部
区
間
に
お
い
て
工

事
を
着
手
す
る
な
ど
、
完
成
に
向
け

て
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
藍
住
町
公
共
下
水
道
事
業
の
第

１
期
事
業
認
可
区
域
は
約
９０ 
ha
で
、

左
上
の
■
色
で
着
色
し
て
い
る
部
分

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
公
共
下
水
道
の
事
業
認
可

に
よ
り
、
事
業
認
可
区
域
内
で
は
藍

住
町
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
の
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く

だ
さ
い
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
藍
住
町
で

は
、
町
の
健
全
な
発
展
と

公
共
衛
生
の
向
上
の
た
め
、

下
水
道
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
下
水
道
の

整
備
に
は
、
町
民
の
み
な

さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力
が

必
要
で
す
の
で
、
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

  下
水
道
事
業
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ 

　
下
水
道
課 

　
　（
☎
６
３
７
・
３
１
２
３
） 
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１２
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税
（
５
期
）の

納
付
月
で
す
。 

　
納
期
限
は
、
12
月
26
日
で
す
。 

　
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前
日
ま
で
に

口
座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。 

【
今
月
は
介
護
保
険
料
の
納
付
月
で
す
】 

◎
普
通
徴
収
の
方
・
・
・
納
付
期
限
、
１２
月

　
２６
日
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
＊
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前
日
ま

　
　
で
に
口
座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。 

◎
特
別
徴
収
の
方
・
・
・
受
給
年
金
か
ら
自

　
動
的
に
天
引
き
さ
れ
納
付
と
な
り
ま
す
。 

税
金
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ 

 

　
税
務
課
　
（
☎
６
３
７
・
３
１
１
７
〜
８
） 

今

月

の

納

税

 

情報now
町の掲示板 

　
本
町
で
は
、
重
度
心
身
障
害
者
や
母

子
家
庭
等
を
対
象
と
し
て
、
毎
年
１２
月

に
７
千
円
の
福
祉
手
当
を
支
給
し
て
い

ま
す
。 

　
昨
年
受
給
さ
れ
た
方
で
、
本
年
も
受

給
要
件
に
該
当
す
る
方
に
は
、
個
人
宛

に
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
が
、こ
れ
ま

で
に
受
給
さ
れ
て
い
な
い
方
で
次
の
要

件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
早
め
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。（
申
請
書
は
、
福
祉
課

に
備
え
て
あ
り
ま
す
。
） 

受
給
要
件 

●
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
の
交
付

　
を
受
け
て
い
る
方 

●
療
育
手
帳
の
Ａ
ま
た
は
Ｂ
1
の
交
付

　
を
受
け
て
い
る
方
を
扶
養
し
て
い
る

　
保
護
者
の
方 

●
児
童
相
談
所
等
で
知
能
指
数
が
50 

　
以
下
と
判
定
さ
れ
た
方
を
扶
養
し

　
て
い
る
保
護
者
の
方 

●
１８
歳
未
満
の
子
供
を
養
育
す
る
母

　
子
家
庭
等
の
方 

●
１８
歳
未
満
の
交
通
遺
児 

●
疾
病
等
に
よ
り
、
お
お
む
ね
１
年
以

　
上
ね
た
き
り
の
６５
歳
以
上
の
方
を

　
常
に
介
護
し
て
い
る
家
族
の
方 

※
基
準
日
は
、
１２
月
１
日 

受
取
日
・
受
取
場
所
　 

●
１２
月
２２
日
（
木
） 

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

●
役
場
１
階 

　
住
民
相
談
室
（
福
祉
課
横
） 

お
問
い
合
わ
せ 

　
福
祉
課
　
　
（
☎
６
３
７
・
３
１
１
４
） 

 

福
祉
手
当
の
手
続
き
を 

お

忘

れ
な
く

!!
 

川は
生きている 生きている 生きている 

下水道の話○ ４３ 

９２ シリーズ○ 
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◎
精
神
的
な
病
気
の
相
談
・
就
労
相
談
・
家
族
の
相
談
な
ど
 

 
　
　
　
　
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
虹
の
里
　
（
☎
6
9
2
・
2
3
1
2
）
 

◎
精
神
障
害
者
の
家
族
会
・
作
業
所
に
つ
い
て
 

 
 
 
 
 
す
み
れ
・
あ
い
ず
み
作
業
所
　
　
　
（
☎
6
9
3
・
0
0
3
2
）
 

◎
こ
こ
ろ
の
病
気
・
ス
ト
レ
ス
・
悩
み
な
ど
 

 
 
 
 
 
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　（
☎
6
9
2
・
8
6
5
8
）
 

こころの  
相談窓口  

平
成
17
年
分
の
所
得
申
告
か
ら
〜 
 

国
民
年
金
保
険
料
を
年
末
調
整

や
確
定
申
告
す
る
際
に『
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
』等
の
添
付
や
提
示
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
し
た
。 

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、納
付
し
た
全
額
が

所
得
税
・
市
町
村
民
税
等
の
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。 

　
社
会
保
険
庁
か
ら
毎
年
１１
月
上
旬
に
「
社

会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明

書
」（
ハ
ガ
キ
）を
送
付
し
て
い
ま
す
。 

　
証
明
内
容
は
、本
年
１
月
か
ら
９
月
末
日

ま
で
に
納
付
さ
れ
た
国
民
年
金
保
険
料
額
と
、

年
内
に
納
付
が
見
込
ま
れ
る
場
合
の
納
付

見
込
額
で
す
。
年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に

加
入
し
た
場
合
な
ど
、
１０
月
以
降
に
本
年
初

め
て
保
険
料
を
納
付
す
る
方
に
つ
い
て
は
、翌

年
２
月
上
旬
に
同
様
の
証
明
書
を
送
付
し

ま
す
。 

　
年
末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告
等
の
手
続

き
の
際
は
必
ず
こ
の
証
明
書
や
領
収
証
書
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、申
告
を
行
う
ま
で

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。 

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

　
年
金
は
、老
後
や
も
し
も
の
と
き
に
大
き

な
安
心
と
し
て
支
え
て
く
れ
る
も
の
で
す
。 

　
し
か
し
、保
険
料
の
納
付
期
間
が
足
り
な

い
と
、将
来
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
、障
害
に

よ
る
障
害
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。い
ざ
と
い
う
と
き
に
困
ら
な

い
よ
う
に
、保
険
料
は
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ

う
。 

　
１
月
の
年
金
相
談       

　
日
時
　
１
月
１２
日（
木
） 

　
　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時                

　
場
所
　
役
場
１
階
住
民
相
談
室                         

　
社
会
保
険
事
務
所
の
職
員
が
相
談
を
受

　
け
付
け
ま
す
。
年
金
手
帳
・
基
礎
年
金
番

　
号
通
知
書
・
年
金
証
書
な
ど
を
ご
持
参
く

　
だ
さ
い
。                            

 

国
民
年
金
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ 

　
徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所 

　
　
　
　
　
　（
☎
６
５
２
・
２
８
０
０（
代
）） 

　
住
民
課
国
民
年
金
係 

　
　
　
　
　
　（
☎
６
３
７
・
３
１
１
２
） 

　
町
内
に
は
、
中
央
保
育
所
、
東
保
育

所
、
西
保
育
所
の
３
つ
の
保
育
所
が
あ

り
ま
す
。 

　
３
保
育
所
と
も
０
歳
児
か
ら
３
歳
児

ま
で
の
保
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
保

育
時
間
は
午
前
７
時
３０
分
か
ら
午
後

６
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、ご
希
望

に
よ
り
、
午
後
７
時
ま
で
の
延
長
保
育

が
可
能
で
す
。 

申
込
期
間
　
１２
月
２１
日（
水
）・
２２
日（
木
）

　
　
　
　  

午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

申
込
場
所
　
入
所
を
希
望
す
る
保
育
所 

対
象
児
童
　
町
内
に
在
住
し
、
住
民
基

　
　
　
　
　
本
台
帳
に
登
録
ま
た
は
外

　
　
　
　
　
国
人
登
録
さ
れ
て
い
る
家

　
　
　
　
　庭
で
、
保
護
者
の
仕
事
や

　
　
　
　
　
家
庭
事
情
で
保
育
に
欠
け

　
　
　
　
　る
０
歳
か
ら
満
３
歳
ま
で

　
　
　
　
　
の
児
童
。 

　
な
お
、
申
込
に
必
要
な
入
所
申
込
用

紙
は
、
町
立
３
保
育
所
及
び
福
祉
課
に

備
え
て
あ
り
ま
す
。 

お
問
い
合
わ
せ 

　
福
祉
課
　
　
（
☎
６
３
７
・
３
１
１
４
） 

平
成
18
年
度 

保
育
所
入
所
申
込
受
付 

　
交
通
安
全
協
会
に
よ
る
優
良
運
転

者
表
彰
の
受
付
を
行
い
ま
す
の
で
、
次

の
条
件
に
該
当
す
る
方
は
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。 

条
件 

❶
交
通
安
全
協
会
の
会
員
で
あ
る
こ

　
と 

❷
１０
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反
者
で
あ

　
る
こ
と（
地
区
安
全
協
会
表
彰
） 

❸
１５
年
以
上
・
２０
年
以
上
・
３０
年
以
上

　
の
無
事
故
・
無
違
反
者
で
あ
る
こ
と

　
（
県
警
察
本
部
・
県
交
通
安
全
協
会

　
長
連
名
表
彰
） 

❹
二
輪
免
許
（
原
付
）
並
び
に
普
通
免

　
許
以
上
の
保
有
者
で
あ
る
こ
と 

※
無
事
故
・
無
違
反
の
継
続
年
数
の
基

準
日
は
平
成
１８
年
１
月
３１
日
で
す
。 

受
付
締
切
　
平
成
１８
年
２
月
１
日（
水
）

　
　
　
　
　
午
後
５
時 

運
転
免
許
証
と
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。 

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ 

　
総
務
課
　
　
（
☎
６
３
７
・
３
１
１
１
） 

優
良
ド
ラ
イ
バ
ー
の 

届
出
は
2
月
1
日
ま
で
に 
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す

く

す

く

子

育

て 

ベ

ビ

ー

マ

ッ

サ

ー

ジ 

お
と
な
へ
の
第
1
歩
　
成
人
式
の
ご
案
内 

架
空
請
求
に
ご
注
意
!!
 

　
「
触
れ
る
」
と
い
う
行
為
は
、
赤
ち
ゃ

ん
に
と
っ
て
も
親
に
と
っ
て
も
大
切
な
愛

情
表
現
の
方
法
の
ひ
と
つ
で
す
。ベ
ビ
ー

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
通
じ
、
親
子
の
会
話
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。 

日
　
時
　
平
成
１８
年
１
月
１３
日（
金
） 

　
　
　
　
午
前
１０
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分 

受
　
付
　
午
前
１０
時
１５
分
か
ら 

場
　
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー 

対
　
象
　
生
後
２
か
月
か
ら
生
後
６
か

　
　
　
　
月
ま
で
の
子
ど
も
と
保
護
者

　
　
　
　
１５
組 

 

参
加
費
　
無
料 

持
っ
て
く
る
物 

　
・
バ
ス
タ
オ
ル
と
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
各
1

　

枚 

　
・
赤
ち
ゃ
ん
の
水
分
補
給
の
湯
冷
ま

　
　し
ま
た
は
お
茶
等 

申
込
期
間 

　
１２
月
１９
日
（
月
）
〜
平
成
１８
年
１
月

　
１０
日
（
火
）（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
） 

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ 

　
保
健
セ
ン
タ
ー
　（
☎
6
9
2
・
8
6
5
8
）

　
　 

　
次
の
日
程
で
成
人
式
を
行
い
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。 

日
　
時
　
平
成
１８
年
１
月
８
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
１０
時
か
ら（
午
前
９
時

　
　
　
　
か
ら
受
付
） 

場
　
所
　
町
民
会
館 

＊
記
念
撮
影
は
式
典
終
了
後
に
行
い

　
ま
す
。 

＊
住
民
票
が
他
市
町
村
に
あ
っ
て
も
、

　
藍
住
町
で
の
成
人
式
に
出
席
を
希

　
望
す
る
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

　
当
日
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

会
場
周
辺
は
下
図
の
↓
の
と
お
り
一
方

通
行
と
な
り
ま
す
。
お
車
の
駐
車
は
、

福
祉
セ
ン
タ
ー
周
辺
、
合
同
庁
舎
お
よ

び
藍
住
中
学
校
駐
車
場
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。 

お
問
い
合
わ
せ 

　
教
育
委
員
会
（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）

　
　 

　
平
成
１６
年
度
、県
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
は
架
空
請
求
の
相
談
が
、５
４
８
１
件
寄
せ

ら
れ
、大
き
な
社
会
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
沈
静
化
し
、減
少
傾
向
が
続
い
て
い
ま

し
た
が
、再
び
急
増
し
て
い
ま
す
の
で
、十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
架
空
請
求
は
、何
ら
か
の
名
簿（
卒
業
生

名
簿
、同
窓
会
名
簿
、職
員
名
簿
、そ
の
他
外

部
漏
洩
し
た
何
ら
か
の
会
員
名
簿
等
）に
基

づ
い
て
、ハ
ガ
キ
や
封
筒
、メ
ー
ル
な
ど
で
、相
手

か
ま
わ
ず
送
り
つ
け
て
き
ま
す
。「
総
合
消
費

料
金
未
納
分
訴
訟
最
終
通
知
書
」「
未
納
料

金
お
支
払
い
の
お
願
い
」「
支
払
勧
告
通
知
書
」

「
告
訴
決
定
通
知
書
」「
督
促
状
」
等
、さ
ま

ざ
ま
な
文
面
の
通
知
が
届
い
て
い
ま
す
。 

特
徴 

❶
文
面
は
未
納
料
金
の
請
求
に
な
っ
て
い
ま

　
す
が
、「
商
品
名
」「
金
額
」「
振
込
先
」
等

　
の
具
体
的
な
記
載
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

❷
受
け
取
っ
た
人
に
、「
恐
怖
心
」
や
「
困
惑

　
感
」
を
与
え
る
文
面
で
、本
人
か
ら
の
連

　
絡
を
求
め
る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

❸
公
的
機
関
か
ら
の
通
知
と
誤
認
さ
せ
る
よ

　
う
な
名
称
を
用
い
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま

　
す
。 

❹
「
裁
判
手
続
き
」「
少
額
訴
訟
手
続
き
」

　
等
の
文
言
で
、放
置
す
る
と
裁
判
に
な
る

　
な
ど
と
威
迫
・
困
惑
さ
せ
る
内
容
の
も
の

　
が
あ
り
ま
す
。 

❺
悪
質
な
架
空
請
求
で
は
な
い
と
強
調
し
て

　
い
る
例
が
多
数
あ
り
ま
す
。 

対
処
法 

❶
身
に
覚
え
の
な
い
も
の
は
一
切
支
払
う
必

　
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
何
の
債
権
か
分
か
ら
な
い
も
の
に
、金
額

　
や
内
容
の
確
認
ま
で
し
て
支
払
う
心
配
は

　
あ
り
ま
せ
ん
。 

❷
こ
ち
ら
か
ら
は
、一
切
連
絡
し
な
い
で
く
だ

　
さ
い
。 

　
早
急
に
連
絡
す
る
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま

　
す
が
、身
に
覚
え
の
な
い
場
合
は
絶
対
に

　
連
絡
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
連
絡
す
る
こ
と

　
で
、相
手
側
に
個
人
情
報
を
知
ら
れ
て
し

　
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。 

❸
取
立
が
執
拗
な
場
合
や
直
接
脅
さ
れ
た

　
場
合
は
す
ぐ
に
警
察
に
相
談
し
て
く
だ

　
さ
い
。 

❹
架
空
請
求
か
ど
う
か
ま
ぎ
ら
わ
し
い
場
合

　
は
、相
手
へ
連
絡
す
る
前
に
消
費
生
活
セ

　
ン
タ
ー
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

　 
  

相
談
機
関 

★
契
約
の
相
談
は
・・・ 

徳
島
県
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

（
☎
６
２
３
・
０
１
１
０
） 

★
悪
質
な
事
業
者
の
相
談
は
・・・ 

徳
島
県
警
察
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー 

（
☎
６
５
３
・
９
１
１
０
） 

★
高
齢
者
の
相
談
は
・・・ 

徳
島
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー 

（
☎
６
５
４
・
８
１
１
０
） 

★
リ
フ
ォ
ー
ム
の
相
談
は
・・・ 

徳
島
県
県
土
整
備
部
住
宅
課 

（
☎
６
２
１
・
２
５
９
３
） 

（
財
）住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
・
紛
争
処
理
支
援 

セ
ン
タ
ー 

（
☎
０
３
・
３
５
５
６
・
５
１
４
７
） 
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〈
新
刊
案
内
〉
 

■
一
般
書
 

○
昭
和
史
の
地
図
　
　
　
　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
（
野
島
　
博
之
監
修
・
成
美
堂
出
版
）
 

○
団
塊
の
世
代
「
黄
金
の
十
年
」
が
始
ま
る
 

　
　
　
　
　
　
　（
堺
屋
　
太
一
著
・
文
藝
春
秋
） 

○
食
品
の
裏
側
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　
　
　
（
安
部
　
司
著
・
東
洋
経
済
）
 

○
ひ
と
り
の
時
間
を
楽
し
む
方
法
　
　
 

　
（
古
内
　
東
子
著
・
 

　
　
　
　
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
）
 

○
シ
ャ
ネ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　
　
　
（
藤
本
ひ
と
み
著
・
講
談
社
）
 

 ■
児
童
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
夢
を
そ
だ
て
る
み
ん
な
の
仕
事
１
０
１
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
講
談
社
） 

○
カ
レ
ー
の
ひ
み
つ
　
　
　
　
　
　
 
 
 

　
　
　
　
（
佐
藤
　
守
監
修
・
学
習
研
究
社
）

○
ま
じ
め
に
ふ
ま
じ
め
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
な
ぞ
な

　
ぞ
大
百
科
　
　
　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ポ
プ
ラ
社
）
 

○
ベ
ッ
シ
ー
に
よ
ろ
し
く
　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　
（
花
形
み
つ
る
著
・
学
習
研
究
社
）

○
わ
ん
ぱ
く
だ
ん
の
ク
リ
ス
マ
ス
　
　
 

　
（
ゆ
き
の
ゆ
み
こ
著
・
ひ
さ
か
た
チ
ャ
イ
ル
ド
）

　
　
　
　
　
　
　
 

※
こ
の
他
に
も
多
数
の
新
刊
本
が
あ
り
ま
す

　
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

お
問
い
合
わ
せ
　
　
　
（
☎
６
９
２
・
０
０
７
０
）
 

★
和
紙
ち
ぎ
り
絵
展
 
 
 
　
　
　
　

　
１２
月
１８
日
（
日
）
ま
で
開
催
中
　
　
　
 

★
お
は
な
し
会
 

　
毎
週
日
曜
日
　
午
後
２
時
か
ら
 

　
１８
日
は
ク
リ
ス
マ
ス
ス
ペ
シ
ャ
ル
 

★
あ
か
ち
ゃ
ん
の
読
み
き
か
せ
会
 

　
１４
日
（
水
）
　
午
前
１０
時
３０
分
か
ら
 

★
井
隈
読
書
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
１５
日
（
木
）
　
午
前
１０
時
か
ら
　
　
 

《
１２
月
の
課
題
図
書
》
 

　
「
読
む
力
は
生
き
る
力
」
脇
　
明
子
著
 

※
２８
日
か
ら
１
月
４
日
ま
で
年
末
年
始
の

　
た
め
休
館
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
 

町
立
図
書
館 

図
書
館
の
行
事 

日 月 火 水 木 金 土 
2 
9 
16 
23 
30

1 
8 
15 
22 
29

3 
10 
17 
24 
31

4 
11 
18 
25

5 
12 
19 
26

6 
13 
20 
27

7 
14 
21 
28

休館日 

1月のとしょかん 

産 地 直 売 市 を 開 催  
パルスコンテナ市 
毎週日曜日　午前7時～10時 
県道・北環状線沿いの 
パルス藍住の駐車場 
アグリテクノスク－ル 
関係者と新作物研究会 
（代表者　村山正敏） 
 
各生産者が車、コンテナを置く、 
テントを建てる等、 
様々な形式で販売します。 

　
経
済
産
業
省
で
は
、
平
成
１７
年
工
業
統

計
調
査
を
１２
月
３１
日
現
在
で
実
施
し
ま
す
。 

　
工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む
す

べ
て
の
事
業
所
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
活
動

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
調
査
し
ま
す
。 

　
調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の

行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
利

用
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
企
業
、
大
学
な
ど

で
の
研
究
資
料
、
小
・
中
・
高
等
学
校
の
教

材
な
ど
、
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
本
年
１２
月

か
ら
来
年
１
月
に
か
け
て
調
査
員
が
お
伺
い

し
ま
す
。 

　
ま
た
、
み
な
さ
ま
か
ら
ご
提
出
し
て
い
た

だ
く
調
査
票
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
調
査

内
容
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確

な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

お
問
い
合
わ
せ 

　
経
済
産
業
省
　
経
済
産
業
政
策
局 

　
調
査
統
計
部
　
産
業
統
計
室 

　
　
（
☎
０
３
・
３
５
０
１
・
１
５
１
１ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
内
線
２
８
９
２
﹈
）

　
　（
☎
０
３
・
３
５
０
１
・
９
９
４
５﹇
直
通
﹈
） 

　
徳
島
県
県
民
環
境
部
　
統
計
調
査
課 

　
　
（
☎
６
２
１
・
２
１
３
７
） 

　
企
画
調
整
課 

　
　
（
☎
６
３
７
・
３
１
２
４
） 

工

業

統

計

調

査

に

ご

協

力

を 

＊名称は? 
＊い　つ? 
＊どこで? 
 
＊だれが? 
 
 
＊どんな風に売るの?
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い き い き サ ロ ン の ご 案 内  
　地域のみなさんが健康で活力ある生活を送れるよう、健康チェックや健康体操、お話、レクリエーション等の内容で、
各地区老人憩の家で開催します。お気軽にご参加ください。 
 

１２月 

１２月 

１２月 

１２月 

１月 

１月 

１６日 

１９日 

１９日 

２１日 

１１日 

１１日 

午後１時30分～３時30分 

午前９時30分～１１時30分 

午後１時30分～３時30分 

午前９時30分～１１時30分 

午前９時30分～１１時30分 

午後１時30分～3時30分 

東中富老人憩の家 

住吉老人憩の家 

富吉老人憩の家 

江ノ口老人ルーム 

笠木老人憩の家 

西部老人憩の家 

 

 

いけばなを楽しむ 

折り紙 

歌と踊り 

朗読 

楽しく筋力アップ運動 

楽しく筋力アップ運動  

 

ボランティア協力者 

ボランティア協力者 

ボランティア協力者 

ボランティア協力者 

深田　比加里先生 

深田　比加里先生 

（金） 

（月） 

（月） 

（水） 

（水） 

（水） 

 対象者:おおむね60歳以上の方。ご都合のよい会場にお越しください。（いつでも、どこでも、どなたでも） 
内　容:健康チェック・軽体操・お話等を行っています。（参加費無料） 
お問い合わせ:基幹型在宅介護支援センター（☎637・3167） 
※いきいきサロンに協力していただける方を募集しています。上記支援センターにご連絡ください。 
 

　インフルエンザはかぜと似ていますが、かぜと比べて症状が激しく、感染力が非常に強いという特
徴があります。 
　インフルエンザが流行している時期に高熱や全身症状などインフルエンザ特有の症状がある場合
は診断しやすいと思われますが、インフルエンザにかかったすべての人に強い症状が現れるわけで
はなく、かぜと間違えやすい場合もあります。たとえ軽症でもほかの人に感染させる危険性があるの
で、医療機関では確定診断のために診断検査キットが使用されることもあります。 
　インフルエンザにかかった可能性があるときは、できるだけ早く医療機関を受診して、早めに治療
を受けましょう。 
 

開催日 曜日 時　　　間 場　　　所 内　　　容 講　　　師 

がんばれ健康づくり 
インフルエンザにご注意 
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日　　時 
場　　所 
対 象 者  
 
募集人員 
参 加 費  
募集期間 

: 
: 
: 
 
: 
: 
:

平成１８年１月２８日（土）　午前５時３０分出発予定 

岡山県恩原スキー場 

あいずみスポーツクラブ会員 

小学生（保護者同伴）から初心者歓迎! 

先着３６名 

大人（中学生から）／５,５００円　小学生／４,５００円 

１２月１５日～平成１８年１月１３日 

あいずみスポーツクラブイベント参加者募集  
初 級 & 親 子 ス キ ー 教 室  

親

子

会

農

場

体

験

活

動

 

（
じ
ゃ
が
芋
収
穫
祭
）
に
つ
い
て
 

あいずみスポーツクラブのキャラクターが決定しました。 
～たくさんのご応募ありがとうございました～ 

マスコットキャラクターに名前を付けてください!!

（専門インストラクターの指導が受けられます） 

注意１.リフト代、貸しウェアー、貸しスキー用具、昼食費等は参加者 

　　　負担になります。 

注意２.交通事情により到着時間が遅れる場合があります。 

申し込み・お問い合わせ 
　あいずみスポーツクラブ事務局（教育委員会体育係内） 

　（☎６３７・３１２８）まで、参加費を添えてお申し込みください。 

藍住町役場 
（５:３０発） … … … … 

藍住町役場 
（２０:００着） 

スキー場 
（９:００着） 

スキー場 
（１６:３０発） 

スキー教室 
（１０:００～１２:００） 

フリータイム 
（１５:３０まで） 

ス ケ　ジ ュ ー ル

ま　ち の 情 報 は 
広報あいずみ 
A I テ レ ビ  
町 政 だ よ り 

ホームページ 
 

毎月15日新聞折り込みで 
1日6回（AIタウン情報） 
毎月第1・3木曜日徳島新聞に掲載 

URL http://www.town.aizumi.tokushima.jp 
E-mail aizumi@town.aizumi.tokushima.jp

　
親
子
会
連
合
会
が
農
場
体
験
活
動
を

次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
の
で
、ご
参
加

く
だ
さ
い
。 

日
　
時
　
１２
月
１７
日（
土
） 

　
　
　
　
午
前
９
時
　
現
地
集
合 

　
　
　
　
雨
天
の
場
合
は
１２
月
１８
日（
日
）

場
　
所
　
親
子
会
連
合
会
農
場（
徳
命

　
　
　
　
字
前
須
東
） 

対
　
象
　
町
内
幼
・
小
学
生 

参
加
費
　
会
員
は
無
料 

　
　
　
　
会
員
以
外
の
幼
児
童
は
１００
円 

主
　
催
　
藍
住
町
親
子
連
合
会 

＊
作
業
は
午
前
中
で
終
了
し
ま
す
。 

お
問
い
合
わ
せ 

　
教
育
委
員
会
（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
） 

ネーミング大募集します!最優秀賞 
佳　　作 
佳　　作 

武市　由　佳 
安芸　香　苗 
喜多　未来斗 

様 

様 

様 

: 
: 
:

●締め切り : 平成18年1月16日（月） 

●応募資格 : 町内在住、在勤の方に限ります。年齢は問いません。 

●応募規定 

　◎A4版用紙を使用（複数応募可能） 

　◎模倣とみなされる場合は、入選後でも、資格を取り消すことがあります。 

　◎入賞作品となったネーミング作品の著作権・使用権は、あいずみスポー 

　　ツクラブに帰属します。 

　◎応募者の個人情報は、作品審査だけに使用されます。 

　◎最優秀賞（1点）　図書カード1万円 

●応募方法 

　あいずみスポーツクラブ事務局（教育委員会体育係内）まで氏名、連絡先 

　をご記入の上、郵送又はご持参ください。 

●応募先 

　〒771-1292 藍住町奥野字矢上前52 -1 

　あいずみスポーツクラブ事務局（教育委員会体育係内） 

　（☎637・3128　 FAX637・3153） 

最優秀賞作品 

キャラクター 

あいスポ 



襖・障子張替講習受講生募集 

○受講内容　襖・障子の張替 

○受講資格　藍住町在住で概ね６０歳以上の方 

○受 講 日　平成１８年１月１０日（火）～２３日（月）の 

　　　　　　うち１０日間 

○受講場所　シルバー人材センター作業場 

○受 講  料　無　料 

○募集定員　２０人（申込多数の場合は抽選） 

○申込期間　１２月１５日（木）～２２日（木） 

               午前９時～午後４時 

　　　　　　（電話での受付はしておりません。直接事

　　　　　　務局までお越しください。） 

○申し込み・お問い合わせ  

 （社）藍住町シルバ－人材センタ－（☎６９２・１８３０） 
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町民のみなさんから

自衛隊生徒募集（陸上・海上・航空） 
●受付期間　平成18年1月10日（火） 

●応募資格　17歳未満の男子・中卒（見込み含む） 

●試験期間　1次 平成18年1月14日（土）  2次 平成18年1月27日（金）～30日（月） 

●合格発表　1次 平成18年1月23日（月）  最終 平成18年2月21日（火） 

＊詳しくは、自衛隊鳴門事務所（☎６８５・５３０６）又は、総務課（☎６３７・３１１１）までお問い合わせください。 

◆
午
前
の
部 

　
午
前
１０
時
３０
分
か
ら 

　
　
琵
琶
　
　
春
の
調
べ 

　
　
琴
　
　
　
六
段
の
調 

　
　
尺
八
　
　
蓬
莱 

　
　
琵
琶
　
　
須
磨
ノ
浦 

　
　
琴
　
　
　
千
鳥
の
曲 

　
　
尺
八
　
　
雲
井
獅
子 

　
　
舞
　
　
　
靜
御
前 

◆
午
後
の
部 

　
午
後
１
時
３０
分
か
ら 

　
　
琵
琶
　
　
古
歌
　
蓬
莢
山 

　
　
琴
　
　
　
六
段
の
調
　 

　
　
尺
八
　
　
蓬
莱 

　
　
琵
琶
　
　
川
中
島 

　
　
琴
　
　
　
千
鳥
の
曲 

　
　
尺
八
　
　
雲
井
獅
子 

　
　
舞
　
　
　
靜
御
前 

25周年記念特別地域公演 

「かたっぽ　かたっぽ　どこいった？」（くわえ・ぱぺっとステ−ジ）

○日　時　 
◆平成１８年１月２０日（金）午後６時３０分から　板野町ふれあいプラザ 

◆平成１８年１月２１日（土） 

　①午前１０時３０分から　藍住町福祉センタ－ 

　②午後３時３０分から 

◆平成１８年１月２２日（日）午前１０時３０分から　北島中央児童館 

○チケット 
前 売 り　１枚１,０００円〔大人も子ども（４歳以上）も同額〕 
親子ペア　１,８００円 
当　　日　１枚１,２００円 

高齢者技能講習受講生募集 

藍 住 子 ど も 劇 場  

藍
の
園
で
寿
ぐ

初
春
の
し
ら
べ
琵
琶
・
尺
八
・
琴 

平
成
１８
年
１
月
３
日
（
火
） 

 

お
問
い
合
わ
せ
　
藍
の
館（
☎
６
９
２
・
６
３
１
７
） 

藍の館 

　藍住子ども劇場を創立してから、今年で２５年になります。２５周年を記念して、特別地域公演を計画しました。 
低年齢向けの舞台ですので、是非生の舞台を親子で楽しくご鑑賞ください。 

 ＊各公演の後に、ワ－クショップ（人形づくり）がついています。 
　特別ワ－クショップとして、１月２１日（土）午後１時３０分～２時３０分 
　つげくわえ氏によるワ－クショップがあります。（別料金・先着順） 
 お問い合わせ 
藍住子ども劇場（☎・ＦＡＸ６９２・７３７４）　〒７７１－１２０３　奥野字矢上前９１－１４　火・水・金の午前９時～午後１時 

こ
と
ほ 

は
　
　
る 

″ 
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卓　　　　　球 

藍 住 真 導  藍 住 エ ン ジ ェ ル  
　１０月２３日、第３１回少年柔道大会が鳴門武道館で開催され、団
体の部で藍住真導スポーツ少年団が見事３０連覇を達成しました。 
団体の部　優勝 
先鋒　田北健太郎（南小４） 
次鋒　佐野　翔吾（南小５） 
中堅　前田　晃良（西小５） 
副将　片岡　志乃（堀江南小６） 
大将　長谷川綾一（西小５） 

　１０月２９日から３０日、高知県
くろしおアリーナで四国卓球
選手権が行われ、助任ヤング
所属の窪　祐樹君（南小４年）
が、カブの部（３・４年）で見事
優勝しました。窪君は、平成１
５年、バンビの部（１・２年）に続
き、２度目の四国チャンピオンに
輝きました。 

個人の部 
小学校 

 
１年 
２年 
３年 
４年 
５年 
 
　　　 
６年 
５・６年 

 
 
 
 
 
軽量 
重量 
 
軽量 
女子 

 
優　勝 
準優勝 
第３位  
準優勝 
準優勝 
優　勝 
準優勝 
第３位  
優　勝 

 
佐藤　貴成 
田北明日香  
齋藤　優気
田北健太郎 
佐野　翔吾 
長谷川綾一 
新居　海斗 
古川　秀真 
片岡　志乃 

 
（北小） 
（南小） 
（西小） 
（南小） 
（南小） 
（西小） 
（西小） 
（北小） 
（堀江南小） 

　１１月１６日、第１１回琵琶湖カップ争奪少年柔道大会が近江八幡
市立運動公園体育館で開催されました。結果は次のとおりです。 
団体の部 
小学生高学年の部　第３位 
先鋒　田北健太郎（南小４） 
次鋒　長谷川綾一（西小５） 
中堅　佐野　翔吾（南小５） 
副将　齋藤　史織（西小６） 
大将　片岡　志乃（堀江南小６） 

個人の部 
小学校 

 
１年 
２年 
５年 

 
優　勝 
第３位  
第３位  

 
佐藤　貴成 
田北明日香  
長谷川綾一 

 
（北小） 
（南小） 
（西小） 

少年柔道大会 

琵琶湖カップ 
争奪少年柔道大会 

　オリ－ブカップ選手権大会が、１０月８日から１０日に香川町総
合体育館で開催されました。結果は次のとおりです。 
6年女子 
シングルス第３位 
藤本　陽奈（東小） 
2年女子 
シングルス第３位 
廣田　美柚（東小）　 

　第１４回四国小学生バドミントン選手権大会が、１０月３０日に
愛媛県西条市総合体育館で開催されました。結果は次のとお
りです。 
6年女子 
シングルス優勝 
藤本　陽奈（東小） 
5年女子 
シングルス準優勝 
金森　望（川内北） 
4年男子 
シングルス準優勝 
水口　恭兵（東小） 

　第１５回藍住エンジェル交流バドミントン大会が、１１月６日に
２６０人が参加し行われました。結果は次のとおりです。 
6年女子　シングルス優　勝　藤本　陽奈（東小） 
6年男子　シングルス準優勝   木村　友輔（西小） 
5年女子　シングルス優　勝　金森　   望（川内北） 
5年女子　シングルス第３位   三好映理香（西小） 
4年男子　シングルス準優勝　水口　恭兵（東小） 
2年女子　シングルス第３位   廣田　美柚（東小） 
2年男子　シングルス第３位   新田　将大（東小） 
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第32回新人卓球大会 

第30回ソフトテニス大会 

第42回板野郡町対抗駅伝大会 

　１１月１３日、第３２回藍住町新人卓球大会が開催されました。

結果は次のとおりです。 

 

久保　寛明 

二階　武一 

大塚　稔之 

吉田　憲司 

 
大塚　悠嘉 

奥村みづほ 

安芸　孝子 

矢野　幸古 

 
樫原　壮史 

奥村　竜太 

渡辺　由真 

山本　彩加　 

 

優 勝  

準優勝 

第 3 位  

 

 
優 勝  

準優勝 

第３位  

 
 

優 勝  

準優勝 

第３位  

　 

一般男子の部 
 

 

 

 

一般女子の部 
 

 

 

 

小学生の部 
 

 

 

　 

　いつでも、どこでも、だれにでもできるスポーツ・レクリエ

ーションを通じて、多くの人 と々の交流を深め、生涯にわ

たりスポーツに楽しむことを目的としたスポーツフェスティ

バルが、藍住中学校グラウンドを中心に開催されました。 

　１０月１日から２日にかけて行われたチャリティーソフト

ボールをかわきりに、１０月３０日には、ソフトバレーボール、

ペタンクなど１８種目のニュースポーツに約１４００人が参

加し、子どもから高齢者まで世代を超えた交流が図られ、

親睦を深めました。 

　１１月１３日（日）、松茂町環境センター周回コース（７区間２４Ｋｍ）

で板野郡町対抗駅伝大会が開催されました。 

　３連覇中の藍住町は、各選手が練習の成果をいかんなく発揮し、

序盤から早 と々他町をリードし、２位の上板町に２分４５秒の大差を

つけ、１時間２０分４５秒の好タイムで４連覇を達成しました。（敬称略） 

１区　坂東秀宣　　２区　佐竹宏紀     ３区　中原  將                   

４区　佐々井良輔    ５区　石川佑子    ６区　三木裕哉               

７区　小倉慎司     オープン　 山本雄統　佐々井美紗    

        乾  円香 

区間賞 

２区　佐竹宏紀      ３区　中原  將                       

４区　佐々井良輔　６区　三木裕哉　７区　小倉慎司 

 

１部 

 

 

２部 

 

 

３部 

 

 

４部 

優 勝  

準優勝 

第３位  

優 勝  

準優勝 

第３位  

優 勝  

準優勝 

第３位  

優 勝  

準優勝 

第３位  

久保　寛明 

野口　章一 

月本　信次 

吉田　民子 

岸田　穣二 

徳元　敏行 

二階　武一 

吉 川 　 実  

横地　拓哉 

中川　幸恵 

山本雄太郎 

近藤　龍凱 

吉田　憲司 

前野　一幸 

大塚　稔之 

奥村みづほ 

岸田　春美 

後藤　文男 

寺内　明美 

山口　勝正 

西浦　悠太 

川西　淳子 

栩平　和輝 

奥村　竜太 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

第11回藍住町 
スポーツフェスティバル 

　１０月２３日、町民テニスコ－トで第３０回藍住町ソフトテニス

大会が開催されました。結果は次のとおりです。 

男子の部 
 
 
 
 
 
女子の部 

優 勝  

準優勝 

第３位  

第４位  

第５位  

 

優 勝  

準優勝 

第３位  

第４位  

第５位  

藤 原  

武 知  

田 中  

八 木  

佐 藤  

 

大下（奈） 

吉 田  

奥 藤  

東 條  

古 津  

谷 崎  

一 宮  

天 羽  

松 岡  

板 東  

 

大下（優） 

小 林  

斉 藤  

中 江  

中 川 

組 

組 

組 

組 

組 

 

組 

組 

組 

組 

組 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

個人戦 ダブルス 
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　来年４月入校の養成コース訓練生を募集します。 

募集訓練科　＊は高卒以上対象科 

　本学で生涯学習を始めませんか。仕事を続けながら、大学・大学院教

育をテレビ・ラジオで、半年ごとに、１科目から学べます。お仕事や、子育て

等家族の抱える課題にもお役立てください。「大卒」「修士」取得、編入可。 

○募集期間　１２月１５日～平成１８年２月２８日（月曜・祝日休み） 

○募集要項請求（無料）・お問い合わせ　 

　放送大学徳島学習センタ－（徳島大学工学部内）　　（☎６０２・０１５１） 

申込期限　平成１８年１月１６日（月）まで 

入校試験　平成１８年２月１日（水） 

申し込み・お問い合わせ 

　入校志望のテクノスクール、最寄りの公共職業安定所、または県雇用

能力開発課（☎６２１・２３５１） 

徳 島 校  

 

 

鳴 門 校  

阿 南 高  

西 部 校  

○金属技術科（１５人）○アパレル技術科（１５人）○インテ

リア木工科（１５人）○理容科（２０人）○美容科（３０人） 

○＊電子機器科（９人） 

○塗装科（２０人）○＊メカニカル技術科（１５人） 

○建築科（１５人）○＊自動車整備科（１人） 

○車両メンテナンス科（１５人）○建築科（１５人）○＊電気

工事科（１７人） 

岡
田
　
博
子 

四
宮
　
千
代 

山
本
　
藍
香 

三
原
　
光
代 

木
元
　
由
美 

青
木
み
ど
り 

大
塚
　
貴
容 

山
本
枝
里
子
　 

山
径
を
の
ぼ
り
下
り
て
神
護
寺
の
四
方
の
紅
葉
を
夫
と
手
に
受
く 

秋
晴
れ
に
山
の
お
宝
い
た
だ
き
て
つ
る
う
め
も
ど
き
の
リ
ー
ス
を
作
る 

わ
が
友
の
八
十
路
の
媼
は
今
な
お
も
田
を
耕
し
お
り
ト
ラ
ク
タ
ー
に
乗
り
て 

恩
師
と
の
熱
き
握
手
に
身
を
ゆ
だ
ね
つ
か
の
間
忘
れ
た
き
こ
と
の
あ
り 

山
茶
花
の
咲
く
道
と
お
り
過
ぎ
ん
と
し
焚
き
火
の
歌
を
ふ
と
口
づ
さ
む 

温
泉
と
書
か
れ
し
太
き
煙
突
は
ビ
ル
群
の
中
に
自
己
を
主
張
す 

の
ぼ
る
と
も
く
だ
る
と
も
な
く
続
く
坂
一
や
す
み
し
て
ま
た
歩
き
だ
す 

体
力
を
自
覚
し
て
ゆ
く
五
十
代
木
の
葉
色
づ
く
季
節
と
な
れ
り
　
　
　
　
　
　
　 

あいずみ歌壇

よ
　

も 

お
う
な 

さ

ざ

ん

か

 

つ
ま 

県立テクノスクール訓練生募集  

「放送大学」4月入学生募集のお知らせ 

グラウンド・ゴルフ大会優勝 

　１０月１５日、第１１回徳島県健康福祉祭、グラウンド・ゴルフ大
会が徳島市吉野川北岸グラウンドで開催され、１８３組出場し
た団体の部で、藍住２組が日ごろの練習の成果を発揮し、見
事優勝しました。 

中央福祉地区 

高齢者体育大会優勝 
　１０月３１日、徳島市立体育館で第２４回中央福祉地区高齢
者体育大会が開催され、中央福祉地区管内１０町村が参加
する中、見事藍住町が優勝しました。 
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●こんにちは赤ちゃん ●おくやみ申し上げます 子の氏名・性別  
父母の氏名・住所 

平成17年11月1日～ 
　　　11月30日届出分 

平成17年11月1日～11月30日届出分 

人 の 動 き  
（平成17年11月末現在） 

前月比 
人 　 口  
男 
女 

65歳以上 
15歳未満 
世帯総数 
平均年齢 

32,525人 
15,685人 
16,840人 
4,423人 
5,374人 
11,297戸 

（＋57） 
（＋34） 
（＋23） 
（＋20） 
（＋2） 
（＋27） 
39.17歳 

《
作
り
方
》 

①
生
し
い
た
け
は
せ
ん
切
り
。
え
の
き
だ
け
は
根
元
を 

 

　
切
り
、
長
さ
を
半
分
に
切
る
。
し
め
じ
、ま
い
た
け
は
、

　
小
房
に
分
け
る
。エ
リ
ン
ギ
は
縦
２
㎜
の
薄
切
り
に
す

　
る
。 

②
に
ん
じ
ん
、ピ
ー
マ
ン
は
、３
〜
４
㎝
長
さ
の
せ
ん
切
り

　
に
す
る
。 

③
フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
熱
し
、
②
と
細
切
り
に
し
た
昆

　
布
を
い
た
め
る
。
し
ん
な
り
し
た
ら
①
の
き
の
こ
と
ち 

　
り
め
ん
を
入
れ
、い
た
め
る
。 

④
火
が
通
っ
た
ら
★
を
入
れ
て
、い
た
め
合
わ
せ
皿
に
盛

　
る
。 

　
き
の
こ
を
た
く
さ
ん
使
っ
て
い
る

の
で
、
不
足
し
や
す
い
食
物
繊
維

が
し
っ
か
り
と
れ
ま
す
。
 

　
切
っ
た
食
材
を
耐
熱
容
器
に
入

れ
、
調
味
料
を
加
え
て
電
子
レ
ン

ジ
で
加
熱
す
れ
ば
、
よ
り
手
軽
に

作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
調

味
料
に
め
ん
つ
ゆ
を
使
え
ば
も
っ

と
簡
単
に
で
き
ま
す
。
油
を
使
わ

な
け
れ
ば
、エ
ネ
ル
ギ
ー
が
約
半
分

に
な
り
ま
す
。
 

健
康
づ
く
り
応
援
団
 

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
 

健
康
づ
く
り
の
会
「
藍
愛
グ
ル
ー
プ
」
 

★
お
す
す
め
の
１
品
料
理
 

　
　
　
　
　
か
お
り
キ
ノ
コ
の
ヘ
ル
シ
ー
煮
 

生しいたけ 
えのきだけ 
しめじ 
まいたけ 
エリンギ 
にんじん 
ピーマン 
昆布 
ちりめん 
油 
　 しょうゆ 
　 みりん 
　 だし汁 

6枚 
1袋 
1袋 
1袋 
1本 
1本 
3個 
1枚 
30g 

小さじ1 
小さじ1 
小さじ1 
大さじ1

ろ

老
若
男
女 

明
る
く
笑
っ
て 

健
康
家
族 

（
西
小
6
年
　
岡
田
孝
則
） 

れ

レ
ッ
ツ
ト
ラ
イ 

嫌
い
な
も
の
で
も 

食
べ
て
み
よ
う 

（
西
小
6
年
　
吉
田
章
吾
） 

り

「
理
想
」は
ね 

朝
・
昼
・
夜
の 

三
食
だ 

（
西
小
6
年
　
細
田
貴
美
） 

ら

落
日
に 

み
ん
な
で
や
ろ
う 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

（
西
小
6
年
　
島
田
美
希
） 

る

る
ん
る
ん
と 

楽
し
く
過
ご
し
て 

ス
ト
レ
ス
な
し 

（
西
小
6
年
　
斉
藤
豪
紀
） 

材料（４人分） 

エネルギー 
タンパク質 
脂質 
カルシウム 
塩分 

71kcal 
7.1ｇ 
1.9ｇ 
64ｍｇ 
0.9ｇ 

1人分の栄養価 

★ 

平
成
16
年
度
 

　
　
　
作
成
 

西 本  

岡 本  

武 田  

船 越  

近 藤  

武 田  

圓 藤  

笹 川  

山 本  

大 西  

38歳 

87歳 

100歳 

92歳 

84歳 

81歳 

98歳 

54歳 

91歳 

79歳 

徳命字小塚北 

奥野字西中須 

勝瑞字西勝地 

住吉字逆藤 

乙瀬字青木 

矢上字原 

奥野字前川 

矢上字原 

奥野字西中須 

笠木字中野 

卓 司  

数 夫  

マツヱ  

コユキ  

菊 江  

ハナ子  

ヲヨネ  

多美子 

　 節  

二 郎  

逢坂　有晃 （あきら） 
　英樹・恵子 

男 
笠木字川北 

村田　優菜 （ゆな） 
　尚也・恭実 

女 
奥野字猪熊 

大西　咲空 （きら） 
　君之・美由紀 

女 
乙瀬字青木 

舟井　惺 （きら） 
　国一・貴久子 

女 
奥野字山畑 

戸川　綾乃 （あやの） 
　裕之・佳代 

女 
乙瀬字出来地 

佐藤　大河 （たいが） 
　勇輝・みゆき 

男 
徳命字前須東 

阿部　大輔 （だいすけ） 
　浩太郎・淳子 

男 
笠木字川北 

披田　芙花 （ふうか） 
　浩司・裕子 

女 
奥野字猪熊 

男 
矢上字安任 

山田　真維（まい）  
　正美・恵子 

女 
矢上字原 

西岡　陸（りく）  
　誠・智子 

男 
徳命字小塚北 

中川　雄貴 （ゆうき） 
　育雄・和子 

男 
徳命字前須西 

平田　伊桜里 （いおり） 
　和彦・紀子 

女 
勝瑞字成長 

水口　耕佑（こうすけ） 
　篤史・洋子 

男 
勝瑞字幸島 

三星　彩花 （あやか） 
　雅則・裕子 

女 
徳命字前須西 

藤木　ひなた 
　真也・由記 

女 
勝瑞字西地 

武市　紘季 （ひろき） 
　恭典・由理 

男 
奥野字長江口 

東山　瑞季 （みずき） 
　雅人・久美子 

女 
富吉字須崎 

山本　アリサ 
　博之・ナンシー 

女 
矢上字春日 

手塚　蓮 （れん） 
　剛・忍 

男 
矢上字安任 

男 
奥野字原 

丸橋　拓実 （たくみ） 
　博司・美枝 

男 
徳命字元村東 

八木　悠斗 （はると） 
　日太・美和 

男 
住吉字神蔵 

岩野　晴 （はるひ） 
　央・亜希子 

男 
矢上字安任 
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○日時　平成１８年１月２８日（土） 
　　　　午前１０時２０分～１１時５０分 

○会場　藍住中学校グラウンド 
　　　　（雨天会場　藍住町町民体育館） 

○講師　木村和司　ほか２名 
○主催　NHK徳島放送局、藍住町、NHKき
　　　　んきメディアプラン四国製作センター 

お問い合わせ　企画調整課（☎６３７・３１２４） 

広報あいずみは、 
新聞折り込み・郵送でお届

けしています。 

もし、ご近所で未届けのお

宅がありましたら役場企画

調整課（☎637・3124）

までお知らせください。 

年末年始の救急当番医
については、板野東部
消防署本部（☎698・
9119）へお問い合わ
せください。 

＊役場業務年末年始のお知らせ＊ 

役場窓口業務 
　戸籍関係の届出（出生・死亡等）は 
　当直者が受け付けます。 

自動交付機 
　住民票・印鑑証明 

ごみ収集 
※いずれも燃やせるごみについて 
　のお知らせです。 
　その他については 
　「ごみ収集カレンダー」を 
　ご覧ください。 

し尿の取り扱い 

12月28日（水） 1月4日（水） 

12月28日（水） 1月4日（水） 

町民体育館 
体育センター 

勤労女性センター 
勤労青少年ホーム 
福祉センター 
藍翠苑 

町立図書館 

12月27日（火） 1月5日（木） 

12月28日（水） 1月4日（水） 

12月27日（火） 1月5日（木） 

藍住町歴史館「藍の館」 12月26日（月） 1月2日（月） 

コミュニティーセンター 12月28日（水） 1月4日（水） 

12月28日（水） 

午後10時まで 

1月4日（水） 

午前8時30分から 

南地区 

12月29日（木） 

北地区 

12月30日（金） 

南地区 

1月5日（木） 

北地区 

1月6日（金） 

仕事おさめ 仕事はじめ 
救急当番医の 
お知らせ 

NHKスポーツパーク 
木村和司の“サッカーパーク” 
～サッカー・フットサルを楽しもう!

NHKラジオ 
第1放送 
公開録音 

町制施行50周年記念事業 町制施行50周年記念事業 


